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ほ　’じ　め　に

　14世紀にイルノ｝ン朝治下のイランでラシード・ウッディーLシにまろて編纂された

、『歴史集成』は，イラン史研究はもとより，モンb“ル帝国や13－14世紀の世界史研究

あ上でも欠かすことのできない重要文献である。しかし六この『歴史集成』は，毛ジ

ゴル語のみならず，トルコ語，・漢語，サンスクリヅト語，チベット語などの諸言語か

ら来ている固有名詞や行政・文化用語が数多く使用されている難解な文献であり，そ

うした外来語起源の名詞や用語の正しい発音は，『歴史集成』りペルシア語原文の字

面からは正確に知ることができない。そのため，『歴史集成』の最初期の写本におい

ては，それらの名詞や用語の正しい読み方を示すための発音符号が付けられていた。

しかし・イルハン朝が滅亡した1336年以降に作られた『歴史集成』の写本において

は，こうした名詞や用語の綴りが急速に不正確になり，また，それらあ名詞矩用語に

付された発音符号も省略されるようになった。このような状況で書写を重ねるにつれ

て，ラシ：・’一ド・ヴッディーンの『歴史集成』という著作1ま，イラン人にと6てすら正

確に読むことが困難な文献になってしまった。そこでlr歴史集成』の本文を正確に
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読むためには，こうした外来語起源の名詞や用語の綴りや発音が正確に記されている

古写本を捜しだすことが不可欠となる。’

　ラシード・ウッディーンの『歴史集成』．には，筆者の調査によると，世界10ケ国16

都市に7’Qの写本が現存する。’しかし，これまで誰もその完全な目録を作成したごとが

なく，研究者が『歴史集成』の本文を研究しようとしても，『歴史集成』の現存写本

とそのグループ分けに関する情報が不足してvSるために，様々な困難や誤りに凹いる

ことが多かった。

　そこで本稿では，ラシード・ウッディーンの『歴史集成』’の現存写本に関する書誌

情報を集めて『歴史集成』の現存写本目録を作成し，従来から本文研究に困難が多か

みた『歴卑集成』の正確な原文の参照ないし復項と研究のための足掛かりを提供すう

ことにした。，

1．ラシード・ウッディーン「歴史集成」について

　　イルハン朝の宰相ラシード・ウッディーンが第6代イルハンのガザン、・ハン（1295－

　1304）の命によって編纂を開始し，ガザン・〉・ンの守恒ルジェイトゥ・ノ〉ン（1304－

　1316）の時代に完成した『歴史集成』海〃ガ磁伽〃勲（通称『集史』）は，モンゴ

　ル民族史を核とし，当時の世界の主要果族・国家の歴史や地誌を加えた，一大歴史全

ノ書である％このラシード、・ウッディーンの『歴典集成』は，岡田英弘教授が指摘し

　ているように，真に「世界史」と呼ぶにふさわしい著作としては世界で初めての試み

　であった2）。　　・　　　　　　　・’

　ttしかし，この世界で初めてのr世界史」．としての『歴史集成』は，最初からそのよ

　うな書物として計画されていたわけではなく11300年頃にガザン・ハンがラシード・

　ウッデーンに命じたモンブル民族史の編纂がきっかけどなり，誕生したもめであ

　る3）。

　　ロンドン大学のDavid　Morgan氏によれば，「ガザンがこの仕事を［ラシード・ウ

　ッデ／一ンに］委任したのは，モンゴル人がペルシアにイスラム教徒、どして住みつく

　につれ，最：終的には，自分たちが何者であり，どこから来たのかということを忘れて

　しまうおそれ1があると思ったからである」という4）。　　　「　　　　　　　　v

　　こうして，ガザン・パンからモンブル民族卑編纂の命を受1．tたラシード・ウッディ

　ーンは，宮莚内の三斜に保管されていた，「アルタン・デプテル」（金冊）と呼ばれる，

　モンゴル語の複数の冊子及び文書類を主たる史料とし，各種の系図や既存の歴史三等

　も参照し，それで足りない分はイルハン朝宮廷に出入D’していた外国人たちから陽き

　取り調査を行って補った5）。しかし何と言って、も彼の仕事を助けた最大の功労者ほ，

　クビライ・カーン（1271－1294）の使節として元朝からイルハン朝に派遣され，その

　まま居付いたプーラード・テンサンという名のモンゴル人である。・

　　プーラLド・テンサン｝ま泊らもモンゴ・レ民搬に詳しかったと言われるザ㍗

　ハンを凌ぐほどにモジゴル民族史に精通してお’り，モンゴル民族史の知識の宝庫と呼
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ぶにふさわしい人物であった6）。彼は，チシギス・ハンやその祖先と戦ったことのあ

るドルベン族の出身であり，特にドルベン族の間に伝わる歴史伝承によく通じていた

らしく，『歴史集成』第1巻所収の「チンギズ・ハン祖先紀」矩「チンギス・一三ン紀」

には，彼がラシード・ウッディーンに語り伝えた伝承に基づ1と思われるモンゴル古

代史の記述があちこちに見受けられる7）。　　　　　　「　　t／

　実際，ラシード・ウッディーンが，『歴史集成』第1巻「ガザン史」への序文の中

で，このプーラード・テンサンの名を挙げて謝意を表していQことから見て，今われ’

・われが『歴史集成』策1巻L「ガザン史」として手にしでいるモンゴル民族史は，プー

ラード・テンサンの助力なしには成立し得なかったであろう，と考えられる8）。・

　・ラシード・ウヅデ／ニンは，ガザン・ハンからモンブル民族史編纂の命を受けてか

ら三年後の1303年頃にこのモンゴル民族史の草稿をほぼ完成し，これに、『ガザンの祝・

福されt；骨歴史』7漱勲4必初盤儒G肱2伽」（以下『ガザン史』という）ど名付け，

同じ年に『ガザシ史』への序文を執筆しているので，’ Kザンへ献呈するための『ガザ’

ン史』献呈本の作成もこの頃から開始されたと考えられる9）。

　しかし，ガザン・ハンは，自らが編纂を命じたモンゴル民族史の書物である『ガザ

・ン史』の献呈本を眼にすることなく，1304年5月17日に「天国への門」であるカズヴ

ィーンで死去した10）。

　．この臨『ガザシ史』は，草稿本の一部分の浄書が終わるか終わらなY・かの状態で，

その完成が危ぶまれる事態となった6しかし，ガザン・ハンの弟で同年7月にイルハ

ンの位を継いだオルジェイトヴ・ーハン’（1304－1316）は，兄の始あたこのモンゴル民

族史編纂事業を・そのまま継続させ；自らも『ガザン史』の草稿及び浄書済みの部分に

眼を通し，『訂正を加えな11）。その一方で，オルジモイトゥ・ハンは，ガザン存命中に

作られた本文を尊重し，ガザンの死去及びそれに続くオルジェイトゥ・ハンの即位に

伴う本文の変更は行わせなかったため，『ガザン史』本文中ではかザン・ハンがイルハ

シ朝を統治していることになっている。このようなことから，イランでは，Tが守ン

史』の成立年代をガザン・ハンの死去しなヒジュラ暦703年（1303年8月15日一1304年8

月3日）から一年以内のヒジュラ暦704年（1304年8月4日一1305年7月23日）とするの

が，’ティムール朝期からの定説となっている12）。，

　こうして，オルジェイドゥ・ハンの校閲を経だ『ガザン史』は，その巻頭に新たに

『歴史集成』全3巻へop序文と目次．（Fihrist）を付した上で麗筆・献呈本として作成

され，オルジェイトゥ・ハンに献呈されたと考えられる。この麗筆・献呈本の成立年

代は） ｻの初めから三分のrの残簡と見なし得る写本（イラン国民議会図書館写本

2294番）にある記述により，1304年10月中旬頃と推定される。また，その献呈の時期

嬬ラシLド・ウッディーンと同時代の摩史家力一シャーニーの『オルジェイトゥ史』

に，オルジェイトゥ・ハンが兄の墓へ詣でるためにタブリーズを訪れたことが記され

ている1304年10月．11日掛ら10月13白の間でぽないかと推定される13）1カーシャ一当ー

は，この時に『ガザン史』「’が献呈されたとは記していないが，彼の知らないうちにラ

シード・ウッディーンが，．その頃までにひとまず完成したこの『ガザン史』を，やが
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て献呈されるべ詮3巻のr歴史集成』嘆・巻としてオルジ玲ウ・ハン嘩げ

たことは，あり得なレ～ことではない。

　オルジェイトゥ’・ハンは，tt『ガザン史』はあくまで兄の始めた編纂事業．として，兄の

名で完成させることを望んだが，その一方では，自分の名によって『ガザン史』の続

編たる1世界史』や『地理志』を編纂し，『ガザン史』と合わせて全3巻の『歴史集．

成』を完成して自分に献じる、よう命じたので，ラシード・ウッディ．一ンは，オルジェ

イトゥ・ハンの時代にも歴史編纂事業に携わることになった14）。

　この『歴史集成』全3巻は，．1304年10月頃に完成した『歴史集成』，．第1巻「ガザン

史」め麗筆1．献呈本の巻頭に付せられた『歴稟集劇序文に述べられているとおり，

第1巻「ガザン史」，第2巻「世界史」，第3巻「地理志」の全3巻で構成される著作と．

なるはずであらたが，第2巻及び第3巻はまだ計画段階のため『摩史集成』序文に収録

されたこれら2巻の内容細目はきわめて大まかなものであり，同じ序文に取録されて

いる第1巻「ガザン史」の詳細な内容細目と際立った対照を見せている15）。

　この3巻本『歴史集成』海〃ガ必罰伽勲のオルジェ』イトゥ・ハンへの献呈本は，1．

新たに書写し直された第1巻を含めて，約2年半後に完成し・．．　1307年4月14日にオルジ

ェイトゥ・ハンに捧げられた16）。この時オルジェイトゥ・ハンに献呈された『歴史集

成』は，’挿画・挿図入りのものであったらしく，この1307年の『歴史集成』献呈本の

系統に属する写本と考えられるイルハン朝期ないしジャライル朝期②『歴史集成』第

1巻「ガザン史」の写本には，挿画用のズペrスが空けられてv）る17）。’こうした挿画

用スペースの存在からわかることは，それらの挿画用スペース入り写本の元になった

最初の写本には挿画があらたが，その写本を書写する際に挿画の部分のみ空拳にして

書写したために挿画用スペース入1りの写本が発生し，、そのままの形で書写されていつ『

たという事実である。また∴これらのイルハン朝期ないしジャライル朝期の写本に見．

られる本文と1304年の『ガザン史』麗筆・献呈本の本文を比較してみると，前者の本

文は増補・改訂を経て記述の量が増加しているので18），前者の原本と見なされる1307

年の挿画・捕図入り献呈本の段階ですでに本文にこのような増補・改訂の手が加えら’

れていたと考えるこどができる。また，『摩史集成』第2巻「世界史」の場合，現存

する初期の写本すなわちイルハン終期からティムール朝期の写本はそのほとをξが’

挿画入りのものであることから1第2巻の場創ごは，第1巻の場合と異なり・初め牟

ら挿画入り写本として作成されたものと考えることができよう19）。『

　ラシード・ウッディーンは，オルジェイトゥ・ハンにとの挿画・挿図入り全3巻の

『歴史集成』を献呈した後も，さらに『歴史集成』の増補・改訂の作業を続け，・既存の

3巻に「民族志」の巻を増補した全4巻本のr歴史集成』を1310年までJに完成させ
う

た。そしてその一揃いを，自分がタブリーズ市の郊外に建設し，『ワクフ（宗教信託財

産）として寄進し禿ラシード区内のマスジッド（礼拝堂）に奉納して，一般大衆の閲

覧に供した20）。また，このラシtド区における寄進物件や寄進行為の詳細を記録した

ワクフ文書に，・『歴史集成』を含む自分の著作の写本作隊に関する細かい指示を記し・

毎年ペルシア語版とアラビア語版の『歴史集成』をそれぞれ一揃いずつ作るよう指示
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している21）。

2．写本の現存状況

　プシー一1’一ド・ウッディーンの『歴史集成』’は段階を経て完成した著作であり，それぞ

れの段階ご、との原本やその系統の写本の現存状況は次の通りである。

（1）「ガザン史』草稿本（1303鞭成立）1・　　　　’　．x
　これは散逸して伝おらない。この『ガザン史』草稿本の本支を受け継し、でいるのが

1317年書写の！プカプ宮殿写本と主張する説もあるが22），このトプヵプ宮殿写本は

1307年の挿画・挿図入り献呈本の系統を引く写本で，随所に挿箇用のスペース（空白

部分）があるので，最初に成立した本文のみの草稿本とは系統的に結び付かない。

　（2）　「ガザン史」麗筆・献呈本（1304年10月頃成立）

　　これは，（1）の『ガザン史』草稿本及びその浄書済みの部分のうち，オルジェイ

　トゥ・ハンが自ら訂正を加えたものから浄書された分と，訂正を要しなかった分と陛

合わせ，その巻頭に新f9に『歴史集成』全三巻への序文・内容細目を付し，『歴史集

成』・という新し．い書物の第i拳「ガザン史」、という形で1304年10月頃にオルジェイト

ゥ・ハンに献呈されたと考えられる写本である。これは，その冒頭の『歴史集成』序

文からチ≧ギス・ハン紀の途中まで，すなわち全体の約三分のrがイラン国民議会図

書館（現イスラム議会第一図書館）に写本2294番として現存している23）。また，この

『ガザン史』麗筆・献呈本の系統の写本も，イラ7のみならず，ロシア，フランス，イ

ギリスの各副ピ相当数残っている。．これらの写本のぼとんどがり原本と同様，本文あ

みの写本であるト。ロンドン大学のDavid　Morgan氏は，ラシーノド・ウッディこンあ

『歴史集成』．について，・「早い時期に書かれた，・短い方の本文途存在したようである

（Th・・e　apPears　t・h・ve・been・n　ea・1i・・，・h・・t・・versi・n）」と述べ，現行のr歴史集

・成』本文に先行する，短い方の本文の存在を示唆しているが24），この『ガザン史』麗

筆’献呈本及びその系統の写本の本文は，まさにこの記述に合致したもb）で，下記の

（3）に挙げた『ガザン卑』の各写本に共通して見られる一群の増補記事がおおむね

欠けでおり，記述量もそれに応じて少なくなっている25）。

　（3）　3巻本「歴史集成』挿画・挿図入り献呈本（1307年4月14日献呈）

この3巻本r歴史集成』挿画・挿図入り献呈本1轍逸して伝わっていないが，’
ｻの

第1巻「ガザン史」から書写され，ないしはその系統の写本と思われる，挿画用スペ

ース入り写本はプトルコ，ウズベキスタン，オーストウア，イギリスに現存している’

（後述の1－b，III－b参照）。これらの写本には，（2．）の系統の写本にはぽとんど見ち’

れない一群の増補記事が回り，記述量も（2）の系統の写本に比較して多vl（注17参

i照）。　’　　　　　　　　　　　　一
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　また，　r歴史集成』．第2巻「世界史」の挿画入り献呈本ぽ現存しないが，この献呈

本から書写され，あるいは翻訳された写本や，それちの系統の写本として，いくつか』

あ挿画入り写本が残っている26）。また，ζの系統の写本で挿画を全部あるいはほと夕

ど省略して作成された写本も見受けられる27）。

　（4）　4巻本「歴史集成』　　　、・　・　　　　　　　　　　　層　　　’トー

　こ・れは散逸して伝わらない、1318年7月にラシTド・ウッデ4一ンがオルジヂイト

ゥ・ハン毒殺の嫌疑により処刑された際に，』彼がワクフとして寄進していたラシード

区も民衆の略奪を受けたが，そ，の際にこの4巻本『歴史集成1も失われたようであ
る。’ ﾜた，この4巻本系統の写本もほとんど伝わっていない’。そめことは，現存する

『歴史集成』第1巻「ガザン史」の巻頭の内容細目を見る限り，いずれの写本も3巻

’7tlの内容を記しせいて，二本の内容を言己したものが見当たらないこ4からも鰍

る。1後述の1及びIII’に挙げた各写本を参照）

　ただし『，こめ4巻本『歴史集成』には，その第3巻「民族志」の系統を引くと思わ

れる『五分枝』Shu　‘b－i　P厩忽羽冠という名の，ティムール朝期に書写されtg一写本

がトルコのイスタンブルに現存しているヵミ，この写本には，ラシード・ウッディーン

が自ら作成した『著作目録』中の『歴史集成』第3巻「民族志」についての記述中に

．見えない「ヒタイ民族」の系図が加えられておりゲ内容的にはテ払一・レ輔に偶，

れだ「民族志」の修訂・増補本と考えられる。しかし，その一方で，『五分枝』とい

う独自の書名を有する点かち，二品では，この『五分枝』を『歴史集成』とは別の独．

立した著作と見なし，『歴史集成』の写本の中には含めないことにする。

　以上で見たように，ラシード・ウッディーン『歴史集成』の写本として今日われわ

れが目にしうるものは，大きく言って，（2）の『ガザン史』麗筆献呈本の流れをく

む写本群と，（3）O？　3巻本『歴史集成』、挿画・挿図入り献呈本系の写本群の二つとい

一うことになる。’これに加えて，ティムール二期前半のヘラートにおける歴卑編纂事業

の結果，『歴史集成』第1巻「ガザン史」には，フランス国掌図書館写本SUPP16一一

ment　persan　li13に代表されるようなティムール朝期の修訂本の系統が新たに発生

しているあで28），ラシード・『ウッディーン『歴史集成』の現存写本には，これら三つ

の写本系統があるこどになる。

　ただし，時代が後の写本になればなるほど，写本系統が混ざり合bていく可能性が

あるので，この『歴史集成』の写本系統の考察には，各巻ごとに古写本にさかのぼっ

て内容を比較検討することが必要になる。

注
　1）Jこの『歴史集成（集史）』という書物については，次の娼稿を参照。・

　　「’「歴稟家ラシード・ウッディーンの生涯と著作」『アジア資料通報』第35巻第2号（1997・

　年4月），3－6頁；「『集史』研究の現状と課題」：『日本中東学会年報』第10号．（1995年）・

　179－198頁；「モジゴル史に関する原典史料，13＝14世紀」『アジア・アフリカ資料通報』
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　第23巻第9号（1989年12月），2S－27頁。

　2）　岡田英弘『世界卑の誕生』筑摩書房1992，245昌246頁。・

　3）．一回「歴史家7シード・ウッデイーンρ生涯と著作」，3頁。

　　なお，』こめ’『ガザン史』’成立のいきさつについでは，プシー・ド・ウヅディTン自身，．、「ガ．

　ザンの祝福されたる歴史’という名の書物編纂の理由について（Zikr－i　sabab－i・ta’lif－i　in

　kitab　ki　inausumst　bi－Tarlkh－i　Mubarqk－i　Ghazani）1’とv〕う一節を「『ガザジ史』本文中

　にttけて，詳しく記している。（イラン国民議会図書館写本2294番，　ff．8brgb；トプカプ宮

　殿図書館写本驚van　K6甑廿1518番，　ff．7a－8a）r’

4）　Morgan，　David，　“Rashid　al－DM　Tabib？’　EncycloPedia　of　lslam，’　Rev．　ea．）　v．　Vlll，

　，Leiden，　1994，　p．　443．

5）イラン国民議会鴎鵬本229幡f五8か9b・志纈観モンブル細史二野序説』東

　京大学出版会　1995，6頁6　　　　　内

　6）’イラン国民議会図書館写本2294番，f9a及び拙稿「「野史」テヘラン写本（イラン国．

　民議会図書鯨写本2294番）につい」（」rオリエント』第36巻第1号（1993年9月），66－67

　頁及び70頁｝（25）参照。　1

　7＞「‘たとえ．ば，チンギス・ハシの祖父ブルタン・バハドゥルの弟であるクトラ・．カンと彼を

　‘襲撃した，ドルベン族との戦いの様子．は，「チンギス・ハン祖先紀」に極めてリアルに描かれ

　ている（イ．ラン国民議会図書館写本2294番，ff．51a－51b参照）。おそら’く，そこに居合わ

　せた人々の話がドルベシ峰の間で代々語り伝えら礼プニラード・チンサγを通してラシ．

　一ド・ウッディrンに伝えられたのであろう。．

　8），イラン国民議会図書館写本2294番，f，9a参照。

　9）　Romaskevich・A・A・LA・Khet’agurov，’　A・A・　Ali－zade，　edsらRαs乃三三ρ魏地ψ1！励，

　カ〃ガ必三厩励九v4・pt：1・Mos即a，1965・P・53；イラン国民議会図書館写本2294番f・

　8a．（「この時代すなわち702年（1302／1303年T引用旧注）1の月タに」という・記述あり1）。

lO）　拙稿「ラシード・ウッディーン『歴史集成』．イラン国民議会図書館写本の成立年代につ

　いて」『オリエント』第40巻第2号く1998年3月），88－89頁。

11）’同上，89頁。

12）　フランス国立画書館写本SupP16ment　persan　209．（1434年書写），　f．443a；Karlmi，

　Bahman，　ed．，．狡鰯‘αム伽4励乃，　t．1，　Tihran，1959，　title　page．

13）「、．拙稿「ラシ：一一一一ド・ウッディーン』『歴史集成』イラン国民議会図書館写本の成立年代につ

　いて」，95L97頁。

14）．Romaskevich，　A．A．，　and　oth6rs，　eds．，　op．　eit．，　pp．16－17；イラン国民議会図書館写本

　2294番，’f．3a参照。　　　　　　　　’　1

15）イ’ラン国民議会図書館写本2294番，ff．4a－6a参照。

16）‘ ﾈ稿「歴史家ラシード・ウッディーンの生淫と著作」7．5－6頁1

17）　同上，．7頁参照。

18）綿「ラシ「ド・ウザ仁ンr貸下劇イラ凋購流図書鯖本倣立年代につ
　いて」，98頁，表2参照。

19）　トプカle宮殿図書館写本　Ha3ine　1654（1317年他）・Hazine　1653（1416年）・ロシド

　．ンのKhalili写本727（1314年），エディンバラ夫学所蔵写本Arab　2P（1314年）‘等を参照。

’20）拙稿「歴一家ラシード1ウッディ・一ンの生涯と著作」16頁。
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．21）「拙稿「「旧史」パリ写本（SUpP16ment　persan　1113）について」，『オリエント』第34巻

　第1号（1991年9月〉，28頁及び31頁，注35）．参照。ttこのラジード・ウッディーンのワクラ

　・文書につv｝て嬉』拙棉「ラシード・ウッディーンのワクフ回書」・『アジア資料通報』第26巻1

　第12号（1989年3月），28－40頁，及び拙稿「イスラム四国の宗教財産制度（ワクフ）コ『レ

　フ’アレンス』、第523号（1994年8月），44‘48頁参照。　　　1－t・’　　　　i・．

22）・志茂智子「ラシード・’ウッディーンの．「モンゴル史」一「旧史」との関係についで」『東

　洋学報』76巻第3・4号（1995年3月），116－119頁。

23）　この写本について論1じた論文は・注6）と痒10）に挙げた拙稿く1993・．1998）のほかは・

　日本でも外国でもほとんど見．当たらない。このことは，現在のイランにおいてすらこの写

　、本の重要i生に関する認識が不十分であるこどを示している。

24）　Morgan，　David，　oP．　cit．，　p．　443．

25）　注18）に同じ。’

26）‘注19）参照。

27）　トプカプ宮殿図書館写本Ahmet　III，2935（15世紀前半書写，挿画なし）；フランス国立

・図書館写本Suppl．6nhent　persan　2004（ヒタイ史（中国史）の部分りみ挿画あり）；同Sup－

　p16ment　persan　1364－1365（19世紀に上記のAhmet　III，2935より書写，挿画なし）’。

28）．フランス国立図書館写本　Supp16ment　persan　1113の場合，　t1本文の後半（ff．210－

285）を書端たのがデ仏一・四二の歴芦川ーフィズィ・アブルー朗であQこと1ヰ・一ttt

　筆者が初めて発見した事実であ乱下記を参照。．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　Shiraiwa，、Kazuhiko，”Sur　la　date　du　manuscrit　parisien．．du　Gσ吻ガ‘αム加σ勲ぬde

　Ra首id　a1－Din，”Orient’（Tokyo））．　v32（1997），pp．37≒49．．

　　この写本の書写の際に，ハーフィズィ．・アブルニは，単に『歴史集成』の一写本を書き

　写すばかりでな：く，自分が収集レた史料に基づ吟て書き璋したり，みるヤ・は書き犀してい、

　き，その結果，．『歴史手甲』にティムール朝期の修訂本．という新たな写本の系統が発生し

　たものあようである。こめ点については，紙数の関係により，’別の論稿で詳しく述球るこ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，ハ
　とにする。　　　　・　沼一　　　’『　　’　　．　　　　　’
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　　　　　　ラシ「ド・ウッディ」ン『歴史集成』現存写本耳録・．．

　　　　　　　　A　bibliography　of　the　extant　mahu，scri’pts　of　，

　　　　　　　　Rashid　aLDin’s／tz－mi‘al一：Zho4γ漉ぬ

凡．例

　本目録には，ラシLド・ウッデ1　一．ジ『歴史集成』の写本ぞ現存す為もの72点につ

呼のデータを収鋭た・’　9の目録に収録し回外にも新たな写本が見つかる可能i生

があるが・今回はこのような形で，筆者が過去10年間にわたり行って．き・た『歴史集

成』写本調査の結果を．．まとめることにした。

　本騰作成に翠っては滲註文酔覧。・掃げ三種のペルシ纈写本目鑛を主
たる情報源とLbさらに，できるだけ写本の三物ないしマイクロフィルムを参照し，’

tt ｻれら写本目録類の記述に追加あるいは訂正を加えたd筆者が写本の三三を参照し得

た場面には写本φ略号O，あとに＊．＊を，また，写本あマイクロフィルムや写真等の三

盆物を利用した場合には∴同じく写本の略号のあとに＊を・付した。．本自録の記載事項

は①～⑳の通りである。　　　　一　　　1　　　　　‘　コ

　なお，写本目録の記述で記載事項の不明なものたついては，スペースの関係で当該

項目の記載そのものを省略したことをお断りしておく1

（通し番号）写本の略号　　　（Seqμel　riumber）Abbreviation　of　the　MS

Φ所繭機関（所在地）　　Na．me　and．10cation　of　library

②請求記号、　　　　Call　number

③書写年代　　　　Date　of　copying

④書写生　　　　　Copyist
⑤書写地　　　　　　　・　Where　MS　was　copied

⑥葉数　　　　　 Number　of　leaves　　　　’、

⑦・内容　　　　　　　　Contents

⑧言語・　　　　　　　Language

⑨大きさ　　　　　　Size　of　MS　　　．　　『　　　一

⑩書写面　　　　　　　Writing　area　of　MS

⑪行数　　　　　　Nurr｝ber　of　lilies　per　page．

⑫書体．　　　　　Styleσf　calligraphゾ（Naskh，　Cursive　Naskh，

　　　　　　　　　　　　Nasta‘liq）　’

⑬匡郭の有無『「’ @　．Coluhins（jadval）．’

⑭装飾の有無．　　・　llluminations

⑮挿画の有無　　　　IllustratiQns’「

、⑯挿画用空白部分の有無　Blank　spaces　for　illustrations

⑰落丁，錯簡その他　　Missing：1eaves，　wrong　order　of　leaves，　etc．

⑱製本　　　　Bi・di・g・．．
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献

項
　
文

事
版
考

量
，
製
参

特
複

⑲
⑳

Special　remarks

Facsimile　6ditions

References

1．『歴史集成』第1巻「ガザン史」

　の写本

a．本文のみの写本　Manuscripts　con－

　　sisting　of　text　only

〈1）、　Majlis　2294＊

①National　Parliamentary　Library，

　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　Tehran（イラン国民議会図書館）

　　所蔵

②写本番号22¢4番

③1304年10月頃書写（推定）

⑤タブリーズ（推定）

⑥98葉

⑦内容は，r歴史集成』第1巻「ガザ

　　ン史」のうち「歴史集成序文」から

　　「チンギス・ハン紀ゴの途中まで

⑧ペルシア語

⑨大きさは縦28cM×横19cm

⑪毎頁29行
⑫ナスフ体

⑬匡郭あり

⑭装飾あり

⑮挿画なし

⑯挿画用空白部分なし

⑰全体で約300葉の本文のうち，後の

　　方約三分の二が欠落。奥書も失われ

　　ている。

⑱豆緑色のシャグラン革装の上に金泥

　　で枠を引き，その中に花の紋様のな

　　つめ紅色をしたシャグラン革があ

　　り，光沢のある山羊皮で縁取りがさ

　　れている。

⑲ベスメラ（旧辞）及び標輝装飾が各

　二か所ある。文字及び朝込は金泥を

　含む数色のインクで記されている。

　チンギス・ハンー族の人物あ名は金

　泥で記し，ある》・は‘や’という記、

　号で囲って敬意を表してV｝る5この

　写本に使われている紙や文字は，噛ナ

　フィースィーの意見によれば，ヒジ

　三ラ暦8世紀の初め頃のものであ，

　る。さらに，本写本冒頭の「歴史集

　成序文」の中に1この写本がオルジ

　ェイトゥ・ハンが即位してから3か

　月たった頃に作成されたことを示す

　記述があるので，ζの写本の成立年・

　代が1304年10月頃と知られる。以上

　のよう．な特徴及び文献学的な証拠か

　ら見て，この写本はオルジェイト

　、ウ・ハンに捧げちれた「ガザン史」

　の献呈本と考えられる。

⑳足利，田村，越谷．（1968），75－172

　頁；本目録，図2

　　参考文献：足利，田村，庶民
　　　　コ　　　（1968），21，71－73頁；NafisI

　　　2294；Munzavl　42514；Storey－

　　　Bregel’，1，　p。307；自適（1993）；

　　　白岩（1997）；白岩（1998）　路「

（2）’　Ancien　fonds　persan　68　＊

（D　’Bibliotheque　Nationale　de　France，　，

　　Paris（フランス国立図書館）所蔵

②写本番号Ancien　fonds　persan　68

’③14世紀頃書写。14世紀前半頃書写ど

　　いう意見もある（EBlochet）。

⑥121葉
⑦内容は第1巻の「チンギス；パン紀」
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　・の途中まで、

⑧ペルシア語㌦

⑨大きさは，縦34cm×横25．5cm

⑩書写面は縦27cm×横17cm

⑪毎頁27行
⑫ナスフ体

⑬匡郭なし

⑭装飾なし

⑮挿画なし

⑯挿画用空白部分なし

⑰第1巻「チンギス・ハン紀」の途中

　以降の本文欠。奥書欠。

⑱ナポレオン1世の紋章を押した洋風

　羊皮装本

⑲標題や見出しのところが記入せずに

　「空けてあり，．また，固有名詞を記す一

　べきところで空白のままになってい

　、る箇所も多い。恐らく後から赤イン

　クで記入する予定でいて，何らかの

　事情で記入することができずに終わ

　つたのであろう。

　　参考文献：Blo6het，1，256；Brow－

　　　ne　（19）

（3）　Add．　16688　＊　＊，

①British　Library，　London（英国図書

　　館）所蔵

②写本番号Add．16688

③14世紀頃書写。1316年までに書写さ

　、れたという説もある（Munzavl）。

④ムハンマド「・ビン・ハムザ書写

⑥293葉

⑦内容は第1巻「ガザン史」の後半
　　（「ジョチ・ハン紀」から「オルジェ

　イトゥ紀」まで）

⑧ペルシア語’

⑨大きさ’は縦28cm×横21cm

⑩書写面は、縦21．5cm×横16cm

⑪毎頁21行、

⑫ナスフ体

⑬匡郭なし

⑭装飾なし

⑮挿画なし

⑯挿画用空白部分なし

⑰第1巻の前半を欠く。

⑱洋風総革装本・

⑲第2，3，291－293葉と288－289葉は，

　それぞれ別の書写生による後代の補’

　写であるb第293葉にヒジュラ暦930『

　年ズールヒッジャ月3日（1524年10

　月2日）の奥書があり，書写生ムパ

　マッド・ビン・アビー・ターヒルめ

　名前が記されている。

　　参考文献．：Rieu，1，78－79；Mun－

　　　zavl　42511，42’515（重複）；－

　　　．　Browne　（2）・’

（，4）　Supp16ment　persan　209＊

O　Bibliotheque　Nationale　de　France，

　　Paris（フランス国立図書館）所蔵

②写本番号Supp16ment　persan　209

③ヒジュラ暦837年ラジャブ月（1434

　　年2月初3月）に書写

④書写生はマスード・ビン’アブドッ

　　ラフ

⑤書写地はヘラート（推定）

⑥534葉
⑦『歴史集成』第1巻及び続編（「オル’

　　ジェイトゥ紀」，「アブー・サイード

　　紀」）

⑧ペルシア語　 t一

⑨大きさは縦35cm×横26cm

⑪毎頁23行
⑫ナスタアリーク体

⑬匡郭あり・

⑭装飾あザ　　　t．
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⑮挿画なし

⑯挿画用空白部分なし

⑱総羊皮装本

⑲シャー・・ルフ・バハードウル（1405

　－1447）のために作成された豪華写

　本g本文は同じフランス国立図書館

　所蔵のSupp16ment　persan　1113に

　似通っている（Blochefによる）。

　　参考文献：Blochet，1，255；Brow－

　　　ne　（18）

（　5　）　BirUni　2

（D　Abu　Rayhon　Beruni　lnstitute　of

　　Oriental　Studies，　Tashkent（アブ

　　一・ライハン・ビール一二「東洋学

　　研究所）所蔵“

②写本番号2

③ヒジュラ暦932年第2ジュマーダ月

　　（1526年3－4月）に書写

④ムハンマド・アリー・ビン・マウラ

　　ーナー・ヤール・アリー書写

⑤書写地はサマルカンド

⑥511葉

⑦内容は『歴史集成』第1巻及び「オ

　　ルジェイ．トゥ紀」　　　’　　　　、

⑧ウズベク語’

⑨大きさは縦36．5cm×横24cm

⑪毎回17行か

⑫ナスタアリーク体

⑬旧事あ・り

⑭装飾あり

⑮挿画なし

⑰第二代シャイバ一骨ー・ハーンのク

　　チュクンジュ・ハーン（1510－1530）

　　の命により作成された写本で，その

　　華麗な標題装飾などから，クヂュク

　　ンジュ・ハTンへの献呈本と見なさ

　　れている。　　　’　　　　、・ノ

参考文献：Sem6nov，1，25

（6）　］Bodleian　23＊＊　・　　・　　　，

tt①Bodleian　Librayy，　Oxford（ボード

　　リアン図書館）所蔵

②写本番号Elliot　377

③ヒジュラ暦944年（1537／1538年）’

　　に書写　　　　　，　　　　∴・　、

④書写生はサッイデ≧一るアフマッ

　　ド・アル・ハーフィズ・ナスルッラ

　．フ

⑥236葉　（ff．332b－56’7a）

⑦内容は『歴史集成』第1巻　　　　　．

⑧ペルシア語

⑨大きさは縦36cm×横23．5cm

⑩書写面は縦23cm×横14cm

⑪毎頁30行　　　
一

⑫ナスフ体

⑬匡郭あり

⑭装飾あり

⑮挿画なし

⑯挿画用空白部分なし

⑱明るい茶色の洋風総革装本

⑲この写本のff．　lb－331aはペルシア

　　語版の、7〃三三Tabariで，　ff．　568一”

　　617aはオルジェイトヴ・ハンからア

　　ブー・サイード・ハンまでを扱う別

　　の著作となっているが，．書写生は阿
　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　げ　　じ人物であるから，最初からこのよ

　　うな構成の写本として作成されたの

　　であろう。

　　　参考禽獣：Eth6　1889　，・23；BroW－

　　　　ne（13）

（　7’　）　B　ayern．　2e7

（1）　Bayerische　Staatsbibliothek，　MUn－

　　chen（バイエルン州立図書館）所

　　蔵　　　、　　　　・
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②写本番号207

③ヒジュラ暦952年ズール・カアダ月
　　（1546年1月／2月）に書写1　’一一部は

　　ヒジュラ暦1015年1（1606／1607年）

　　に書写。

④書写生はアリ；一一・アル・カーティブ・

　　シーラーズィー

⑥391葉

⑦内容は『歴史集成』第1巻

⑧ペルシア語

⑨大きさは縦34．5cm×横24cm

⑪毎頁19行
’⑫ナスタアリーク体

⑲ff，1－68は，ヒジュラ暦952年に書写

　　されたこの写本の本体の方では簡略

　　にしか記されていない「ガザン・ハ

　　ン綿」の耳ikayatの寒晒のみを，

　　ヒジaラ暦1015年忌別の写本から書

　　写して補った．もの。ff，69－76の白紙

　部分をi挟んで，f，77からf，391まで

　　が，．ヒジュラ暦952年に書写されだ

　　この写本の本体となっている。・

　　参考文献＝Aumer　207；Browne
　　　　（23）’

Mu．nzavi　42519

（9）’Hekiipoglu　‘Ali　Pasa　7・03

①Stileimaniye　Library，　Istanbul（ス

　　ユレイマニエ図書館）所蔵

②写本番号Hekimo首lu‘Ali　Pa§a．　703

③ヒ7ユラ暦10’世紀頃（16世紀）に書

　　写

⑥218葉

⑦内容は『歴史集成』第1巻のうち

　　「チンギス・ハン紀」の途中まで’

⑧ペルシア語、

⑨大きさは縦25cm×横20cm

⑩書写面は横12．5cm

⑪旧事18行
⑫ナスフ体

⑮挿画なし

．⑯挿画用空白部分なし

⑱革装本

⑲Tauerによれば『ハーフィズh・ア’

　　ブルー全書』の部分的な写本。紙は

　上質の自い紙で，’インクは黒と赤の

　　；色。

　　参考文献：Tauer　35’

（8）　D66’

（ll）　lnstitut　Narodov　Azii，　St．一

　　Petersburg（ロシア科学ア々デミ

　　一・アジア民族研究所）所蔵
　　　　　　　　N②写本戯号D66
，③ヒジュラ暦984年（1576／1577年）

　　に書写

⑥424葉

⑦内容は『歴史集成』第1巻。ff，425

　　a－509bに『歴史集成続側を含む

⑧iルシア語
⑭装飾あり

　　　参考文献：Akimushkin　899；

（10）　Birrtni・1643　’

O　Abu　Rayhon　Beruni　lnstitute　of

　　Oriental　Studies，　Tashkent（アブ

　　ご・ライハン・ビール一二’一東洋学

　　研究所）所蔵

②写本番号1643
③16世紀頃書写

⑥39葉
⑦内容は『歴史集成』第1巻のいくつ’

　　かの部分を集めたもの。最：後はオル

　　ジェイトゥの即位の章になってい

　　る。

⑧ペルシア語
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⑫複数の書体あり。　　　　　　　　　⑭装飾なし
⑰『歴史集成』第1巻本文の真ん中め　「㊨挿画なし

　　部分にかなりの欠落あり。　　　　⑯挿画用空白部分なし
　　　参考文献：Semenov，1，22　　　　　⑱東洋塁壁装本（E．　Blochetによる）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑲イラン国民議会図書館写本2294番

’（11）Milli　F／1569　　　　　　　s　　　　－（本目録（1）参照）からかなり三三に　．

①Nati6nal　Library，　Tehran（イランー一t．　書写されたもの。ただし，最初の方

　　国立図書館）所蔵　　　　　　　　　　　　のタムガの図のように，、そのまま書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ②写本番号F／1569　　　　　　　　　　　き写さずに省略したところもある。

③ヒジュラ暦11世紀（17世紀穎）1ど書　　　　このイラン国民議i会図書館写本2294

　　写＝　　　・　　　　　　　　　・　　番と同様に本文が「チンギズ・，ハン

⑥216葉　　　　　　　　　　　紀」の途中まででジ後は途切れてい
⑦内容は『歴史集成』第1巻　　　　　　　　ることから見て，イラン国民議会写

⑧ペルシア語　　　　　　ノ　　　本が現在のように後の三分の二が欠
⑨大きさは縦40．5cm×横27cm　　　　落しだ状態になってから以降にごの

⑩書写面は縦35．5cmヌ横23¢m　　　　写本が書写された可能i生が大きいざ

⑪’毎回31行　、　　　　　　　　　　　　　　最後の一，二葉欠。奥書欠。

⑮挿画なし　　　　　　　　　　　参考文献：Blochet，　IV，2280

⑯挿画用空白部分なし　　・　＝．・　　　　　　　，
⑲浮立ての見出しを赤イ7クで記す6　’（13）Benga1　D32

　　　参考文献：Anvar（1973），pP．62一　　①Asiatic　Soqiety　of　Bengal，　Cal－

　　　　63　　　　　　　　　　　　　　　　£utta’（ベンガル・アジア協会）．所蔵

　　　　　　”　　）　　　　　　　　　　②写本番号p32　　　　－t

（12）、Supp16ment　persan　1643＊　　　　③19世紀末から20世紀初頭にかけての

①Biblioth6que　Na’tionale　de　France，　　いずれかの時期に書写

　　Paris（フランス国立図書館）所蔵　　　⑤書写地はカルカッタ（推定）

②写本番号Supp16ment　persan　1643　⑥204葉’　　　　　　、
③16世紀に書写（E．　Blochetによる），　⑦内割まBengal　D31（本目録（22）参

④職業的な書写生ではなく，学者にま　　　照）’に同・じ。ただし，本文のみ。

　　る書写（E．Blochetによる）　　　　　1D31の保存状態が悪いので，同写本

　⑥188葉　　　　、　　　　　　g）本文を書写して保存しようとした．
　⑦内容は「歴史集成序文」から「チンー　　　もの’（lvapow’による）。

　　ギス・ハン紀」の途中まで　　　　⑧ペルシア語
　⑧ペルシア語　　　　　　　　　　　　⑨大きさは、縦29．5cm×構20cm

　⑨大きさは縦21cm×構14．5c即．　　⑩書写面は縦22．5c’m×横12cm

　⑪毎頁17行　　　　　　　　　⑪毎頁19行
　⑫ナスフ体　　　　　　　　　　　　⑫ナスタァリーク体

⑬匡郭なし　．”　　　　“　⑭装飾なし
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ご
　　　　　　　　　　　　　　　　　一14一，



⑮挿画なし

　　，参考文献：Ivanow　5

（14）　C376　’

，（D　lnstitut　Narodov　Azii，　St．一

　　Petersburg（ロシア科学アカデミ

　　一・アジア民族研究所）所蔵

②写本番号C376

⑥180葉

⑦内容は『歴史集成』第1巻

⑧ペルシア語

⑭装飾あり

　　　参考文献：Akimushkin　900；

　　　’Munzavi　42532

（15）　RizE　29

，0　lmam　Riza　LibrarY，　Mashhad　（i

　　マt一一ム・レザー廟附属図書館）所蔵

②写本番号29
⑦内容は『歴史集成』第1巻

⑧ペルシア語

⑪毎頁’25行か

⑲金泥使用

　　参考文献＝Munzavl　42531

b．挿画用スペース入り写本Manu．
　　　scripts　with　blank　g’paceS　for

　　　illustrations

〈16）　BirUni　1620　＊

（D　Abu　Rayhon　Beruni　lnstitute　of

　　Oriental　Studies，　Tashkent《アブ

　　一・ライハン・ゼール・一：一二．一一東洋学

　研究所）所蔵
　　　　　　　　　　一
②写本番号1620
③1．367年以降，1317年以前に書写（筆

　者の推定）tt

⑥263葉

⑦内容は「歴史集成序文」の途中から

　「ガザン・ハン紀」の途中まで

⑧ペルシア語

⑨大きさは縦40cm×横28drb

⑪毎時29行．

⑫ナスフ体’

⑬早耳あり

⑭装飾なし　『　　　　　　　　・

⑮挿画あり（ただし計7図のみ，他は

　空白）

⑯挿画用空白部分あり

⑰欠落多し（約80葉分）。巻頭，巻末

　次。奥書欠。　　　　　　　　　　・

⑲トプカプ宮殿図書館写本（本目録

　（17））参照）の祖型と同一の写本か

　ら書写されたが，トプカプ本よりは

　るかに正確に，かつ省略なく書写さ

　れており，書写年代は1317年書写g）

　　トプカプ本に先行するものと思われ

　る。

　　参考文献：Semenov，1，22；白岩

　　　（1997）

（17）　Revan　KOgktt　1518　＊

（D　・Topkapl　Palace　Library，　lstanbul

　　（トプカプ宮殿図書飾）所蔵

②写本番号Revan　Kδ甑U　1518・

③ヒジュラ暦717年シャベーン月の終

　　わり頃（1317年11月上旬）’書写

⑤書写地はバグダード

⑥343葉

⑦内容は「歴史集成序文」り途中から

　τガザン史」巻末の奥書まで，及び

　　「オルジェイトゥ紀」の冒頭部分。

⑧ペルシア語

⑨大きさは縦41cm又横29．5cm

⑩書写面は縦34cm×横23．5cm

⑪毎頁29行
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⑫ナスフ体

読匡郭あり

⑭装飾なし

⑮挿画なし’

⑯挿画用空白部分あり
⑰『第一葉（bismillhhで始まる「歴史z

　集成序文」・の冒頭）・落丁。錯簡あり

　（正しい順番に並べかえると，ff．3，

　4，5，6，1，2，7となる）。

⑱紙押さえと日輪型の装飾が付いた，

　　コーヒー色の東洋風革装本（原装）

⑲紙は光沢のある厚手の紙で，標題ど

　君主名は赤インクで記されている。

⑳本目録，図3
　　参考文献；Karatay　139；，　Tauer

　　　19；白一二（1997）；Munzavi

　　　42513

・　、（18）　Codex　vjndobonensis　326＊＊

　　①Osterreichische　Nationalbiblioth一．

　tt t　ek，Wien』 iオ≒ストリア国立図書

　　　館）所蔵

　　②写本番号C6dex　vindobonensis

　　　palatinus　mxt　326

　　③14世紀後半に書写（筆者め推定）’。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　　　K．Jahnによれば15－16世紀に書写。　J．

　　⑥339葉（ただしそのうち60葉は19世，

　　　紀に他の写本から補写されたもの）

　　⑦内容は・r歴史集成』第1巻

　　⑧ペルシア語
　　⑨大＄さは縦32cm×横23cm

　　⑩書写面は縦25cm×横12．5cm

　　⑪毎頁27行

　　⑫ナスフ体

　　⑬匡郭は本文中の一回分に見られる。

　　⑭装飾なし

　　⑮挿画なし

　　噛⑯挿画用空白部分あり

⑰失落部分60葉を19世紀にイスタンブ

　、ルで別の写本から書写して補ってあ

　る。本写本は，有名な東洋学者
．H・蜘・r－Pu・g・tqllがイスタンブル

　で購入し，．ウィーンのオ’一ストリア

　帝室図書館（現在のオーtストリア国

　立図書館）に納めたもの。

⑱洋風革装本。装釘三三のため現在は

　保護紙に包まれており，革の色や空．

　押しの有無等は不明。

⑲KJahnによれば本写本の本文は非

　常に正確で，特に固有名詞の綴りに

　それが言えるという。筆者め意見で

　　も，この写本の本文はトプカプ宮殿

　写本、（本目録（17））より正確さの

　点で勝っており，その成立年代も

　K．Jahnの考えたよりもおよそ一世

　　紀早いジャライル学期かちティムー

　　ル朝初期の時代に求められるのでは

　　な恥かと考えられる。

⑳本目録，図1tt，
｝’

@参考文献二FIUgel　957；Browne
　　　　（21）　；Jahn　（1940），pp．　xii－xiii；

　　　　白岩（1985）；白岩（1997）

（19）　Supp16ment　persan　1561　＊　．

’　（D　Bibliotheque　Nationale　de　France，

　　Paris（フランス国立図書館）所蔵

②写本番号Supp16ment　persan　1561

③14世紀に書写’

⑥125葉
⑦内容は『歴史集成』第1巻「ガザン

　　史」の「ガザン・ハン糸己埠ika￥・t．

　　の部のみ

⑧ペルシア語

⑨大きさは縦27cm×横18cm

⑪下等21行
⑫ナスフ四
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⑬匡郭あり

⑭装飾なし

⑮挿画なし

⑯挿画用空白部分あり

⑱パーチメント装

　　参考文献：Blochet，1，448‘．

（20）　Aya　Sofya　3034　＊

①SUIeimahiye　Library，　lstanbul（ス

　　ユレイマニエ図書館）所蔵

②写本番号Aya　sbfya　3034

③ヒジュラ暦785年（1383／1384年）に

　　書写

⑥418葉
⑦内容は『歴史集成』第1巻オルジ

　　ェイトゥ，アブー・サイードに関す

　　る記述を含む

⑧アラビア語

⑪毎頁13行
⑫ナスラ体　　．　　　　　　、

⑬匡息なし

⑭装飾なし

⑮挿画なし

⑯挿画用空白部分あり

’⑰錯簡多し　一

　　　参考文献：Brown6　・（25）；Tauer

　　　　19；　Jahn　（1963），　p．　198．

（21）　1．O．　1784　＊＊

①British　Library，　London（英国図書

　　館）所蔵

②写本番号India　Office　Collections

　　MS　No．　1784

③ティ∫ムール下期ないしサファヴィー

　　朝期に書写（書体からの推定）

⑱394葉・

⑦内容はr歴史集成』第1巻

⑧ペルシア語　　，

⑨大きさは縦29．5cm×横18cm

⑩書写面は縦20cm×横11cm

⑪毎回21行
gナスタアリーク体

⑬面面なし

⑭装飾なし

⑮挿画なし・

⑯挿画用空白部分あり

⑰冒頭の「歴史集成序文」欠

　　参考文献：Eth617；Brown6（12）

（22）　Behgal　D31　＊

（D　Asiatic　SocietY　of　Berigal，　Cal－

　　cutta（ベンガル・アジア協会）所蔵

②写本番号D31
③，15世紀末または16世紀の初めに書写

⑤書写地はホラーサーンか

⑥124葉

⑦内容は『歴史集成』第1巻のうち
　　「トゥルイ・ハン紀」から「クビラ

　　イ・カーン紀」の途中までと，「フラ

　　グ・ハン紀」

⑧ペルシア語

⑨大きさは縦47cn×横32c血

⑩書写面は縦34cm×横20cm

⑪毎頁25行
⑫ナスタアリーク体

⑮挿画あり（ただし計21図のみ，他は

　　空白）

⑯挿画用空白部分あり

⑰「歴史集成序文」かち「チンギス・ハ

　　ン紀」，噛及び「アバカ・ハン紀」以下

　巻末までの部分が欠。

⑲挿画に特徴あり

　　　参考文献：’Ivanow・4；Gray

　　　　（1954）　；　Blair　（1995）

（23）　Or．　2927　＊＊
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G）British　Library，　London（英国図書

　館）所蔵
②写本番号．QrL　2927

’③ヒジュラ暦994年ズールカダ月29日

　　（1586年11月11日）に書写終了

⑤書写地はインドく推定）’、

⑥256葉　　　　丁

⑦内容は『歴史集成』第1巻

⑧ペルジア語

⑨大きさば縦33cm×横23cm

⑩書写面は縦27．5cn3×横17cm

⑪毎頁27行
⑫ナスタアリーク体

⑬匡郭あり

⑭装飾あり　　』　　　　　　　／

⑮挿画なし

⑯挿画用空自部分あり一

　　　参考文献：Browne　（9）；Rieu，

　　　　SmpPlement，　25　，

（24）　Or．　2885＊＊　一
①British　Library，　London（英国図書

　　館）所蔵

②写本番号Or．2串85・

③ヒジュラ暦1030年ラジャブ月28日

遅　（1621年6月19日）に書写終了

⑥422葉　　　　　　．　　　　　　一

⑦内割ざ『歴史集成』第1巻。続編と

　　して「オルジiイトゥ紀」，「アブ

　　一・サイード紀」を含む。

⑧ペルシア語　　k
　⑨大きさは縦34cm×横20cm

　⑩書写面は、縦25．5cm×横14cm　 t
一

　⑪毎頁21行　’　　　、
　⑫ナスタアリーク体

　⑬匡郭なし

⑭装飾なレ
　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　⑮挿画なし

⑯挿画用空白部分あり

　　参考文献：Browne（10）；Rieu，

　　　SuPP　lemenち26一

。．挿画入り写本Manuscripts　with

　　　’illustr　ati　Q，　ns　，

（16）Bir豆ni　1620＊、．（既出）

（22）Bengal　D31＊　（既出）

（25）　Supp16ment　persan　1113　＊　＊

O　Bibliotheque　Nationale　de　France，

　　Paris（フ’ランス国立図書館）所蔵

②写本番号Supp16ment　persan　1113

③本文はヒジュラ暦819年．（1416／

　　1417）頃に書写されたもの，挿画は’

　　同829年（1425／1426）頃のもので，

　　全体の完成は同829年頃と推定され

　　る。

④書写生は二名おり』，一人は侠名だ

　　が，後半『部分（ff．210－285）の書写

　　を行ったのは，ティムール朝の歴史

　　家ハーフィズィ・アブルー（1430年、

　　死去）である。ttt

　⑤本文の書写地及び挿画の作成地はヘ

　　ラート（推定）

　⑥285葉
　⑦現存部分の内容は，「歴史集成序

　　文」の途中から「ガザン・ハン紀」

　　の途中まで’．

）⑧ペルシア語℃．

　⑨大きさは縦32cm×横23cm　ノ

　⑩書写面は縦26c卑x横20cm

　⑪毎頁33行
　⑫カー一・一シブ・ナスフ体（走り書きのナ

　　スフ体）

　⑬匡郭あり
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⑭現存部分には装飾なし

⑮挿画あり（109図）

⑯挿画用空白部分なし

⑰約30回分の落丁あり。写本の初めの

　部分と終わりの部分欠。奥書欠。錯

　簡多し。

⑱1890年に洋風革装本に改装。見返し

　に貼付してある原装の表紙は濃い青

　色で，花模様の空押しがしてある。

⑲フランス国立図書館東洋写本部の

　F．Richardの研究によれば，この

　写本の挿画家の一人がサイーフ・ウ

　ッディーン・ワーヒディー（1430年

　及び1434年にヘラートにいたことが

　知られている人物）で，彼の四行詩

　がf．181aに記されている。また，

　’F．Richardによれば，シャー1・ルフ

　の蔵書印がf．　191rにあるという。

　　参考文献＝Blochet，1，254；Brow－

　　　ne（19）；白岩（1991）；Richar－

　　　d，F．（1995）；白岩（1995－2）；

　　　Shiraiwa　（1997）

（26）　Dorn　289

0　Aziatsko￥　Muze￥，　St．一Petersburg

　　（ロ，シア科学アカデミー・アジア博物

　　館）所蔵

②写本番号Dorn　289

③ヒジュラ暦935年』（1528／1529年）に

　　書写

⑧ペルシア語

⑮挿画あり

　　　参考文献：Storey－Bregelt，1，　p．

　　　　308

　　ナット図書館）所蔵

③ヒジュラ暦1004年ラマザーン月27日

　　（1596年5月25日）に書写終了。ただ

　　し挿画の作成は16世紀初めまで継続

　　されたらしい。

⑤7ド文の書写地及び挿画の作成地はデ

　　リー’（推定）

⑥304葉

⑦内容は『歴史集成』第1巻

⑧ペルシア語　’

⑩大きさは縦31．’Tcm～35．5cm×横

　21．5cm一一24cm

⑫ナスタナリーク体

⑬、匡郭あり

⑭装飾あり

⑮挿画あり（98図）

⑯挿画用空白部分なし「

⑰かつてこの写本の挿画入り頁が切り

　取られ，美術品として売却されたこ

　　とがあり，それらの挿画入り頁は，

　現在アメリカの美術館に所蔵されて

　いる。

⑱後代のシェラック塗りの革装本。強

　　く金箔押しが施されている。保護紙

’　には花鳥の模様あり。

　　参考文献：Forman，　Marek，

　　　Knfzkova（1963）；本目録，図

　　　4

II．「歴史集成」第2巻「世界史」

　の写本

a．本文のみの写本　Manuscripts　con－

　　　sisting　of　text　only

（27）　’　Golestan　MS　＊

（D　Saltanat　Library，　Golestan　Palace，

　　Tehran（ゴレスターン宮殿サルダ

（28）　Ahmed　lll　2935

（D　ToPkap￥　Palace　Library，　lstanbul

　　（トプカプ宮殿図書館）所蔵
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②写本番号アフメットIII世図書館

　293sL

③i与世紀前芋に書写

⑤サマルカンド（推定）

⑥406葉
⑦内容は『歴史集成』第2巻

⑧ペルシア語

⑨大きさは縦41cm×横26cm

⑩書写面は縦30．5cm×；横18cm

⑪毎頁33行

⑫ナスフ体・

⑭装飾あり

⑮挿画なし

⑯挿画用睾白部分なし　i

⑱革装本
⑲テイムール朝のウルグー■ベク（1393

　－1449）のために書写された写本。．

　　参考文献：Ate§，　RP．25－2β

（29）　Adabiy“at　35－j

（D，Faculty－of　Literature，　University

　　of　Tehran（テヘラン大学文学部）「

　　所蔵　　　．，

②写本番号35－j．
③ヒジュラ暦11世紀（1592－1688）に

　　　　　　　　　　　　　　L一　　書写　　　　　　・1，

⑥36葉
⑦内容は，『歴史集成』第2巻のうちサ

　　“マーン旧史，’ブワイフ旧史，ガズ

　　ナ朝史の部－

⑧ペルシア語
　　　　　　　　　　　　　　　　　〉⑨大ぎさは縦24cm’×横18ρm

⑩書写面は縦18cm×横14cm

⑪毎頁19行　　　　　　一

⑫ナスタアリーク体

⑭装飾あり

⑮挿画なし

⑱革装なし

　　　参考文献二Danish－Pajah，　p．147；

　　　　Munzavi　42522

〈30）　’Adabiyat　76－b

　＠　Faculty　of・　Literature，　University

　　・fT・与・an（テ》ン大戦学部）

　　所蔵

　②写本番号76－b

　③ヒジュラ暦11世紀に書写

　⑥「304葉

　⑦内容は『歴史集成』第2巻（イスラ

　　』ム史，ガズナ町史，ホラズ云・’シャ

　　一朝史，セルジューク旧史，ファー

　　ルのサルグール旧史，イスマーイー

　　ル旧史，オグーズ史，インド史）

　⑧ペルシア語
　⑨大きさは縦30．5cm×横18cm

　⑩書写面は縦24cm×横13cm』

　⑪毎頁25行
　⑫ナスタアリーク体

　⑬匡郭あり、

　⑮挿画なし

　　　参考文献：Dariish－Pajtth，　p．147；

　　　　Munzavi　42522　・

　（31）　Birani　1

　0　Abu　Rayhon’　Beruni　lnStitute　of

　　　Orienta1　Studies，　Tashkent（アブ‘

　　　一・ライハン・ビールーニー東洋学

　　　研究所）所蔵

　②写本番号1

　③18世紀頃書写

　⑥369葉　　一

　⑦内容は『摩史集成』第2巻（アラ
　　　ブ・イスラム史，’ガズナ朝史，セル

　　　ジューク旧史，、ホラズム‘シャー朝

　　　史イスマーイール三三グーズ
・　史フランク則インド鋤
　　　　　〉
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⑧ペルシア語

⑨大き、さは縦29．5cm×横19cm

⑫ナスフ体

⑮挿画なし

⑰巻頭と巻末が欠落。奥書欠。

　　　参考文献：Semenov，1，24

（32）　Rylands　406

・　O　John　Rylands　University　Library

　　of　Manchester（マンチェスター大

　　学図書館）所蔵’

②写本番号406

③19世紀初頭に書写

⑥190葉

⑦内容は『摩史集成』第2巻（古代ペ

　　ルシア史，古代アラブ史，イスラエ

　　ル史，フランク史，中国史）

⑧ペルシア語　　　　　　，

⑨大きさは縦27．5cm×横16cm
⑪毎頁17宥

曾挿画なし

⑰巻末は欠。奥書欠。

⑲本文にはヒジュラ暦717年（1317／

　　1318年）までの記述を含むl

　i参考文献：Brovyne（16）・

（33）　Rylands　364b

（D　John　Rylands　University　Library

　　・fM・n・h・・t・・（マンチ堺タ「大

　　学図書館）所蔵　へ

②写本番号364b

，③19世紀初頭に書写

⑥ff．27－65〈39葉）

⑦聡1欝史集成』第1巻のr部

⑧ペルシア語

』⑮挿画なし

　　　参考文献＝Br6Wne（15）

（34）　Add．　18878

①British：Library，　London（英国図書』

　　館）所蔵　　　　　・　ぐ

②写本番号Add．18878

③ヒジュラ暦1244年ラビー第1月’
　　（1828年9月）に書写

⑤書写地は≧ンド．（推定），

⑥・、164葉

⑦『歴史集成』第2巻（中国史，フラン

　　ク史，インド史）

⑧ペルシア語

⑨大きさは縦24cm×横16cm

⑩書写面は横9cm
、⑪毎頁11行

⑫ナスタアリ7ク体

⑮挿画なし

⑰本写本はインド史「シャカムニの予

　　言」opところで中断。残りは欠。

⑲本文は不正権かつ不完全（Rieuに

　　ょる）

　　参考文献：Rieu，1，　p．79．　cf．　Rieu，

　　　III，　p．　883　（Or，　1786）　；　Browne．

　　　　（3）　；　Munzavi　42524

（35）　br，　1684

①British　Library，　London　’（英国図書

　　館）所蔵・

②写本番号Or．1684

③1850年代に書写

⑤書写地はインド

⑥249葉
⑦内容はr歴史集成』舞2巻（ガズナ

　　朝SE，セルジューク朝三三ラズ

　　ム・シャー朝史，ファールスのサル

　　グール朝史，イスマrイール旧史）’

⑧ペルシア語

⑨大きさは縦32cm×横20cm

⑩書写面は横12cm
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⑪府側17行
⑫ナスタアリーク四一

⑮挿画なし，

⑲Lucknow写本（本’目録（53》か

　ら書写されたもの。1850年7月20日

　付けで，そめ旨の記載がある。本文

　には増補された箇所が見られるが・

　恐らく，元のLucknow写本にそう

　した増補箇所があると思われる。

　　参考文献：Rieu，，III，、p．882；

　　　Browne　’（4）　；　Munzavi　42526　t

（36）　OrX・．　1958

㊦British　Library，．　London（英国図書

　　館）’所蔵　　　　　　　　　，．，t

②写本番号Or．1958

③1850年ごろに書写

⑤書写地はインド

⑥137葉

⑦内容は，ベンガル・アギア協会本

　　『歴史集成』（本目録（55））の標題

　　一覧。

⑧ペルシア語

⑨大きさは縦23cpa×横14cm　、

⑩書写面は横9cm　．
⑪毎頁11行
⑫ナスタアリーク体

⑮挿画なし
　　　参考文献：Elliot，　v．III，　pP．18－20；，

　　　　Rieu，　III，．p．　883；Browne　（7）；

　　　　Mtinzavi　425？5　）

（37）　or．　2007．

①British　Library，　London（英国図書

　　館1所蔵

②写本番号Or．2007

③ヒジュラ暦1267年ジュマーダ第2月

　　（1850年4月）に書写　　　　　　）、

⑤書写地はインド

⑥122葉
⑦内容は，　『弁理集成』第？巻のうち

　インド史の部のみ。一

⑧ペルシア語

⑨大きさは縦28cm×横22cm

⑩書写面は横13cm

⑪毎頁15行
⑫ナスタアリーク体

⑮挿画なし

⑲『歴史集成』Calcutta写本（三目
　録（55））友ぴLucknow写本（本

　目録（53））から書写されたもの。

　　参考文献：Rieu，　III，　p．882－883；

　　　Browne　（5）’；　Munzavi　42527

（38）　RizE　MS

①lmam　Riza　Library，　Mashhad（イ

　　マーム・レザー廟付属図書館）所蔵

③ヒジュラ暦1300年（1882／1883年）

　　に書写

④書写生はダストヴニル・ムハマッ

　　ド・ハサン・ハーン・エッテマード・

　　アル・サルタナ　’　　　・、　’

⑦内容は『歴史集成』第2巻

⑫ナスフ体

⑲金泥使用

　　　参考文献：Munzavi　42530

一’@22　一

（39）　1．O．3628

①British　Library，　London（英国図書

　　館）所蔵

②写本番号India　Office　Collections

　．MS　No．　3628

③19世紀に書写　’

④書写生はB．Moriey

⑥323葉
⑦内容はデ『歴史集成』第2巻あうち

　　　　　　　　　　　　ヂ　ー



　　インド史の蔀

⑧ペルシア語’

⑪毎春15行

⑫ナスフ体

⑮挿画なし

　　　参考文献：Eth6　3004

（40）　or．　2062

①British　Library，　LondOn（英国図書

　　館）所蔵

．②写本番号Or．2062

④書写生は複数
⑤書写地はインド

⑥ff．　24－59（全155葉のうち36葉）

⑦内容は，『四三集成』第2巻のうちイ

　　シド史の部

⑧ペルシア語

⑨大きさは縦25cm×横17cm
⑫書体は複数あり

⑮挿画なし

　　　参考文献：Rieu，　III，　p，1057；・

　　　　Br，　owne　（8）

（41）　’ nt．　1786

①British　Library，　London（英国図書

　　館）’所蔵

②写本番号Or．1786

③19世紀に書写、『

⑤書写地はインド

⑥167葉

⑦内容は，『摩史集成』第2巻のうち

　　中国史，・フランク史，インド史の部

　　のみ。

⑧ペルシア語

⑨大きさは縦25cm×横16cm

⑩書写面は横8cm

⑪七瀬11行
⑫ナスタアリーク体

　　　　　
⑬三三あり

⑭装飾南り

⑮挿画なし

⑲本文はインド史のシャカムニの予言

　　のところで中断。後は欠。Add．
　　1878（本目録（34））と内容1ま向じ。

　’インドのムラダバードから入手した

　　写本であるという。

　　　参考文献：Rieu，　III，　p．883；

　　　　Browneて6）；Munzavi　42529

（42）一（43）’
@Supplem・nt　prrsa皿・364一

・　　　1365＊

①Bibliotheque　Nationale　de　France，

　　Paris（フラン．ス国立図書鯨）所蔵

②写本番号Supp16ment　persan　1364－

　　1365

③19世紀後半に書写．J

⑤書写地はイスタンブル

⑥336葉及び239葉　　㌔’　　　『　〉

⑦内容は『歴史集成』第2巻（イスマ

　　ーイール旧史，オグーズ史，中国

　　史，インド史，ガズナ朝史，セルジ

　　ューク朝史，ホラズム・シャー朝史，

　　ファールスのサルグール穿通）

⑧ペルシア語

⑨大きさは縦26cm×横17em

⑪毎回17行一

⑫ナスフ体

⑬匡郭あり

⑭装飾なし

⑮挿画なし

⑯挿画用空白部分なし

⑬緑色絹装本

⑲Ahmed　III　2935（本目録（28）’）か・

　　ら書写されたもの。

　　参考文献：Blochet，1，’257－258；

　　　B・・w・・（20）；At・S，・P・・25，　n・・1
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（44）　C374

（D，lnstitut　Narodov　A．zii，　St．一

　『Petersburg（ロ．シア科学アカデミ

　　一・アジア民族研究所）所蔵

②写本番号C374

⑥241葉

⑦内容は『歴史集成』第2巻

⑧ペルシア語

　　　参考文献：Akimushkin　901；

　　　　Munzavi　42533

（45）　Punj　ab　MS

（D　University　of　the　Punj　ab・Library

　　（パンジャブ大学図書館）所蔵

②写本番号2035Pe　155　　1
⑥681葉
⑦内容は『歴史集成』第2巻（アダム
　　に始まる族長・預言者の歴史，・古代

　　ペルシア史，イスラム史，ガズナ朝，

　　史，ブワイフ朝州，イスマーイール

　　派史，オグーズ史，フランク史，イ

　　ンド史）

⑧ペルシア語
．．

J毎頁23行
⑫ナスタアリーク体

　　　参考文献：’Munzavl　42538

（46）　Raverty　MS

①Gibb　Memorial『Fund，　LondQn（ギ

　　ッブ記念財団）所蔵

⑦’内容は『歴史集成』第2巻（オグー

　　ズ史，中国史，ガズナ朝史，セルジ

　　’ユーク朝史，ホラズム・シャー朝史）

⑧ペルシア語

⑮挿画なし

⑲19世紀頃の比較的新しい写本だが，

　　明瞭に書写されている『という。Cal－

　　cutta　MS（本目録（55））から上記、

の部分を抄写したものと思われる。
　　て　参考文献lBrowne（26）

（47）　’PNS58

0　National　Library　of　Russia，　St．一

　　Petersburg（ロシア国立図書館）所

　　蔵

②写本番号PNSSS　＿　　tt　t
『『 F内容はハrフィズィ・アブルー『歴

’　史全書』MOjma‘α三三7勲のう

　　ちラシード・ウッディーン『歴史集

　　成』第2巻四部に相当する部分。イ

　　スラム以前の歴史。

⑧ペルシア語
　　　参考文献：Stbrey－Berge11，1，　p．

　　　　308

『b．『挿画用スペース入D．写本Manu－

　　　scripts　with　blank．．spaces　for

　　　illustrations　’　”

　　ゴ現存する写本なし。

c．挿画入り写本Manuscripts　with

　　　illustrations

（48）・　Khalili　727　＊

（D　Nasser　Khalili　Collection，　London

　　（ナッセル・ハリーリー・ユレクショ

　　ン）所蔵

②写本番号727’

③1314年に書写

，⑤本文の書写地及び挿画の作成地はタ

　　プリーズ（推定）　　　　　　・

⑥60葉
⑦内容は，r歴史集成』第2巻（つうち

　　イスラム史，中国史，インド史，イ

　　スラエル史の部分。

⑧アラビア語

　f一　24　：r



L

⑨大きさは縦43．5cm×横30cm・
⑩書写面は縦3ブcm×横25．5cm

⑪毎頁35行
⑫ナスフ体

⑫暴言あり．

⑭装飾あり

⑮挿画あり（100図）

⑯挿画用空白部分なし

⑰錯簡あり

⑱洋装本

⑲手ディンバラ写本（Arab　20，本当

　録（49））と同じ元の写本から切り

　離されたもので，エディンバラ写本

　とは異なる部分の残簡である。
＠．Blair　（1995）

　　参考文献：Browne（14）；Gray
　　　（1978），；　Blair　（1995）

（49）　Arab　20＊

gEdi・b・・gh　Univ・y・ity　Lib・a・y（エ、

　　ゲインバラ大学図書館）』所蔵

②写本番号A．rab　20、

③1314年に書写

⑤本文の書写地及び挿画の作成地はタ『

　　プリーズ（推定）

⑥151葉

⑦内容は『歴史集成』第2巻「（ムハン

　　マ．ド誕生忌でのペルシア・アラビア

　　史，イスラム史，’ガズナ旧史，セル

　　ジューク旧史，ホラズム・シャr朝
　　史）』

⑧アラビア語

⑨大きさ峠縦45cm蓼横34cm

⑩書写面は横25cm

⑪毎頁35行
⑫ナスフ体

⑬圧郭あり・

⑭装飾あり

⑮挿画あり（70図）

⑯挿画用空白部分なし

⑰落丁多し
＠　Rice　（1976）

　　　参考文献：Rice（1♀76）

（50）　．Hazine　1654　＊　’

（1）　Topkap￥　Palace　Library，　lstanbul

　　（トプカプ宮殿図書館）「所蔵

②写本番号Hazine　1654

③ヒジ4ラ暦717年ジュマーダ第1－月

　　（1317年7月12日～8月10日）に書写

⑤本文の書写地はスルタLニーや旧い．

　　はタブリーズ（推定）

⑥35d葉

⑦内容は『歴史集成』第2巻（序文

　　（族長たちと預言者たちの歴史），古

　代ペルシア史，イスラム史，ガズナ

　朝鳶，セルジューク朝史，ホラズ

　　ム・シギー朝史，オグーズ史，中国

　　史，フランク史）

⑧ペルシア語，

⑨大きさは縦55cm又横38cm

⑩書写面は横24．5cm

⑪勝事31行

⑫ナスフ体

⑬匡郭あり

⑭装飾あり

⑮挿画あり（195図。ただしその内で

　写本の書写年代と同時代のものは1

　　点のみ。’後はティムール今期に作成

　　されたものと推定される）

⑯挿画用空白部分なし

⑱赤革洋装本

　　参考文献：Karatay　940；Mun一

　　　一zavi　42516

　　　（51）

一25一

Hazine　1653　＊



（i）　Topkapl　Palace　Library，　lstanbul

　　（トプカプ宮殿図書館）所蔵

・②写本番号’Hazihe　1653

’③ヒジュラ暦819年（1416／1417年〉に

　　書写。ただし，その根拠となる奥書

　　をヒジュラ暦829年（1425／1426年）

　　のものとする説もあり。

④書写生はハーフィズィ・アブルー他

⑤本文の書写地及び挿画の作成地はヘ

　　うごト（推定）

⑥435葉

⑦内容は『歴史集成』第2巻（序文
　　（族長たちと預言者たちの歴史）7．

　　古代ペルシア史，イスラム史，ガズ

　・ナ朝史，セルジューク旧史，ホラズ．

　　ム・シャー朝史，オグーズ史中国

　　史，フランク史，インド史の一部）

⑧ペルシア語

⑨大きさは縦54．5cm×ne38cm　’

⑩書写面は横22．8cm

⑪毎頁35行
⑫カーシブ・ナスフ体（走り誉きのナ

　　スフ体）

⑬匡郭あり

⑭装飾あり（8箇所）

⑮挿画あり、（142図）　ご　ピ，・

⑯挿画用空白部分なし

⑰最後のインド史の部分が途中から架

　　落：。

⑱赤革洋装本
⑲「オグーズ史」（ff．375b－391a，毎

　　頁32行）は，ヒジュラ暦…714‘EF）

　　（1314／1315年）に作成された写本

　　が，ハーフィズィ・アブルしらが書

　　写した写本の中にそのまま組み込ま

　　れたもので，ラシード・ウッディー

　　ン存命中に作成された『歴史集成』

　　の挿画入りペルシア語写本の一例と

して．貴重である。

参考文献：IKaratay　99；Jahn

　　（1969）

（52）　Supp16ment　persan　2004　＊．

（D　Bibliotheque　Nationale　de　France，・

　　Pahs（フランス国立図書館）所蔵

②写本番号Supp16ment　persan　2004　’

③ヒジュラ暦830年（1426／1427年）

　』に書写・

④書写生はムハマッド・ビン・ムッラ

　　一・ミール・アル・々一アィフ

⑤書写地はヘラート（推定）

⑥303葉
⑦内容は『歴史集成』第2巻（序文

　　（族長たちと預言者たちの歴史）〉，

　　イスラム史，ヴズナ旧史，セルジュ

　　ーク朝潮，ホラズム・シャー朝史，

　　ファールスのサルグール朝野，ファ

　　ーティマ朝朗，イスマーイール派

　　史，オグーズ史，中国史，フランク

　　史，インド史）

⑧ペルシア語

⑨大きさは縦33．5cm×横20cm

⑪毎頁25行，
⑫ナスタアリ』ク体

⑬匡郭あり

⑭装飾あり

⑮挿画あり幽

⑯挿画平楽拍部分なし

⑰イスラliル史が欠。オグ7ズ史に落

　　丁あり。

⑱白色パーチメント洋装本，

　　　参考文献：Blochet，　IV，2279

（53）　Lucknow　MS

①Roya1　Library　of　Lucゆ。囚．．．（旧ラ

　　クナウ王立図書館）所蔵

　」
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⑥105葉

⑦内容は『歴史集成』第2巻（ガズナ
　朝史，ホラズ：ム・シャこ朝史，セル

　ジューク朝史，ブワイフ朝史，カリ

　フ史の一部，インド史）

⑧ペルシア語

⑪毎頁35行
⑮挿画あり

　　参考文献：EIliot，　III，　pp．16－17

（54）．　PNS　57　’

O　National　Library　of　Russia，　St．一

　　Pet6rsbinrg（ロシア国立図書館）所

　　蔵．・

②写本番号PNS　57

⑦内容は，ハーフィズィ・アブルーの

　　『歴史の精華』のうち『歴史集成』

　　第2巻第2部に相当するイスラム以前

　　の歴史の部分。．

⑧ペルシア語

⑮挿画あり（93図）

　　参考文献，．：Storey－Bregel’，　Ij’　p．

　　　308

（55）　Calcutta　MS

（D　Asiatic・Society　of　Bengal，　Cal－

　　cutta（ベンガル・アジア協会）所蔵

③ヒジ・，・　9暦1098年（1686／1687年）

　　に書写

⑥291葉（581PP．）

⑦内容は’・『歴史集成』第2巻（セルジ

　、ユ＝ク朝影オグーズ史中国史7・

　　イスラエル史，『族長たちと預言者た

　　ちの歴史，古代ペルシア史，ギリシ

　　ア史，イスラム史，モンゴル史
　　⑦，フランク史，ガズナ朝史，イ

　　ンド史）

⑧ペルシア語

　　’

⑨大型フォリオ版

⑪毎頁30行
＠ナスタアリーク体

⑮挿画あり

　　参考文献：；Elliot，　III，　pp．18－21

（56）　Arab　b．　1　＊　＊

①Bodleian：しibrary，　Oxford（ボード

　　リアン図書館）所蔵

②写本番号Arab　b．1

③1838年から1885年の間に書写

⑥10葉
⑦内容は，『歴史集成』第2巻のうち中

　　国史の一部。

⑧アラビア語

⑨大きさは縦44cm×横30cm

⑩書写面は縦37cm×構26cm

⑪毎頁3砺
⑫ナスフ体

⑬匡郭あり

⑭装飾なし

⑮挿画あり

⑯挿画用空白部分なし

⑰中国史冒頭から伝説上の帝王の記述

　　まで欠。その他落丁2回分あり。

⑱茶色革洋装本

⑲Khalili　727（本目録（48））の中国史の

　部を書写したもの。⑰の欠落部分や

　落丁はすでに同写本に見．られるもの

　　◎，Khalili　727の中国史の部分を，

　挿画も含めて忠実に模写している。

　　参考文献：Storey，　p．72；Shira－

　　　iwa　（unpublished）

III．『歴史集成」第1巻及び第2巻の合

　巻本

a．’ {文あみの写本　Manuscripts　corト
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sisting　of　text　only

（57）　PNS　46　＊

（D　National　Library　oC　Russia，　St．一

　　P・tersbu・g（・シア国立図書館）所

　　蔵　　　　　　　　　

②写本番号PNS　46．（旧サルテイコ

　　フ・シチェドリン公共図書館v，3．

　　1）

③ヒジュラ暦810年ムハラム月の半ば

　　（1407年6月22日）に書写

⑥459葉　．

⑦内容は『歴史集成』第2巻，第t巻

⑧ペルシア語

⑪毎頁33行
⑫ナスフ体

⑬匡郭あワ

⑭現存部分には装飾なし

⑮挿画なし

⑯挿画用空白部分なし・

⑰欠落多し。冒頭部分，巻末部分欠。

　　　参考文献：Storey－Biegel’，1，　p．

　　　　308

（58）　Add．　7628　＊　＊

①8riti甑Library，　LQhdon（英国図書

　　館）所蔵

②写本番号Add．7628
③ヒジュラ暦837年（1433／1434年），

　　までに書写。

④書写生は複数　　　’

⑤書写地はヘラート（推定）、⊃

⑥728葉
⑦内容は『歴史集成』第2巻第1巻

⑧ペルシア語

⑨大きさは縦46cm×横28cm

⑩書写面は縦32cm×横19cm
（ゆ毎頁33行，　　　　　　　　・丸

⑫ナスフ体及びナスタアリーク体’

⑬匡郭あり
tt

M装飾なし
⑮挿画なし

⑯挿画用空白部分なし

⑰章立ての順番がBaghdad：K69ktt

　　282．（奉目録（63））と異なってい

　　る。

⑱洋風革装本

⑲シャ．一・ルフの子バイソンコル

　　（1433年死去）の自筆部分あ’り。し

　　たがって，遅くとも1433年までに書

　　写されたことが確実である。シャ
　　一・ルフの蔵書印あり’（ff．唱157a，524．

　　a，　623a，　728b）．

　　　参考文献：Browne（・1）；Jahn

　　　　（1940）　，　pp．　xiii－xiv　；　Munzavi

　　　　42517

（59）　Damad　lbrahirn　919

①SUIeimaniye　Library，　lstanbul（ス

　　ユレイマニエ図書館）所蔵

②写本番号’Damad　lbrahim　Pa§a　919

④ダルヴィーシュ・ムハマッ、ド・ター

　　カーニーが書写

⑥1006葉．
⑦内容ほハーフィズィ’・アブルー編の

　　『！k一フィズィ・アブルー全書』。ラ

　　シード・ウッディーン『歴史集成』∫

・第1巻及び第2巻はff．　351b－700bを

　　占める。

⑧ペルシア語

⑨大きざは縦36cm×横25．5cm

⑩番半面tま縦29コ口×横18cm

⑪毎頁32行
⑫ナスタアリーク体

⑭装飾あり’「

⑮挿画なし’

　」
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⑱洋風革装本

⑲内容はBaghdad　K69kU　282（本自

　録（63）1とほぼ同じだが，収録され

　ている歴史書の題名に少し違いあ〆

　り。’，

　　参考文献：Tauer　33；Munzavi

　　　42518

（6e）　Milli　F／1656

①Nati・nal　Library，　Tehrah（イラン

　　国立図書館）、所蔵

②写本番号F／1656

③ヒジュラ暦13世矧19三三）！・書

　　写

④書写生はミールザ・ラーズイー・ア

　　ーシュティや一義ー

⑤書写地はテヘラ7（推定）

⑥361葉

⑦内容は，『歴史集成』第2巻，古代ペ

　　ルシア史からインド史まで，及び，

　　第1巻の中途まで。

⑧〈ミルシア語

⑨大き・さは縦46．5cm×横29cm

⑩書写面は縦32．5cm×横19cm

⑪毎回26行
⑫ナスタアリーク体．

⑬匡郭あり

⑮挿画なし　　　　　・

⑰最後の方の部分が転落

⑱黒い山羊革の革輩本．

⑲ナースイル・ウッディーン・シャー

　　の印（muht）がf．1とf．361bにあ

　　り　　　　　　　　　　”，

　　　参考文献：足利，田村，恵谷
　　　　（1968），23頁；An∀ar（1973），

　　　pp．　92－93

（61）　PNS　47

　　　　　　　　　　ゴ
①Nationa1　Library　of　Russia，　St．一

　　Petersburg　’（ロシア国立図書館）所

　蔵
③ヒジュラ暦1268年（1851／1852年）

　　に書写　　＼　　　一

⑦内容は『歴史集成』第1巻及び第2巻

⑧ペルシア語

⑲欠落あり。’内容から判断すると，

　PNS，46（本目録（57））を書写した

　　もののようである。

　　参考文献：Storey－Bregel’，1，　p．

　　　308

b．挿画用スペース入り写本Manu－
　　　scriptS　with　blank　spaces　for

　　　illustrations

（62）　1．　O．　3524　＊　＊

①British　Library，　London（英国図書

　　館）所蔵

②写本番号lndian　Office　CollectionS

　　MS　no．　3524

③ヒジ’aラ暦1082年ジャバーン月6日

　　（1671年12月8日）に書写終了

④書写生はターヒル・ビン・アブドル■’

　　バーキ・一’・アラーウィー

⑥599葉

⑦内容は『歴史集成』第2巻，第1巻

⑧ペルシア語

⑨大きさは縦36．5cm×横23cm
⑩書写面は縦26．5cm×横16cm

⑪毎頁25行
⑫ナスタアリーク体

⑬匡郭あり、

⑭装飾なし

⑮挿画なし

⑯挿画用空白部分あり

⑱洋風革装本（ハーフ・レザー）
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　⑲f．　55aに書名がZubdat泌如厩7漉ぬ

　　　（歴史の精華）と記されているので，

　　　ハーフィズィ・テブルー編の同書の，

　　　写本と見なすべきものか。なお，f．

　　　405a及びf．406aで，ラシード・ウ

　　　ッディーンの『歴史集成』の原名が

　　　通常知られている方〃ガ土筆厩γ伽

　　　と異なり，Javd’mi‘al一　tava’rikhとな

　　　っている点が注目される。この後者

　　　の方の呼び方は，ティムール三期に

　　　編纂された系図集『五分枝』にも見．

　　　られるもので，同書と『歴史の精

　　　華』との間には，例えば編者が同じ

／　　ハーフィズィ・アブルーであるとい

　　　つたような，かなり密接な関係があ

　　　るように思われる。

　　　　参考支献：Eth62828；Browne

　　　　　（11）　’

c．挿画入り写本Manuscripts　with

　　　illustrations　g

　　『歴史集成』第2巻の各部分などから

　　成る。

．⑧ペルシア語　　　・　’

．⑨大きさに維42cm×横31cm

⑩書写面は横21cm

⑪毎頁31行
⑫ナスタアリーク体

⑬匡郭あり

⑭装飾あり・

⑮挿画あり（20図）

⑱空押しと金箔押しが施された，日輪

　　型装飾付きのオスマン朝時代の革装

　　本

⑲紙は光沢のある薄い紙・カー．ティ

　　ブ・アブサン・アッラーフの『タバ．

　　リー続編』は，f．297bからf．・515b

　　まで。ラシード・ウッディーン∫歴

　　史集成』第2巻の各部分はf．516bか

　　らf．652bまで。

　　　参考文献：Tauer　32；Karatay

　　　　138　・

（63）　Baghdad　K6首kU　282’

①Topkapl　Palace　Library，　Istanbul

　　（トプカプ宮殿図書館）所蔵

㊨写本番号　Baghdad　K69ktt　282’

③ヒジュラ暦9世紀の前半（15世紀前

　　半）にシャー・ルフのために書写さ

　　れたもの

⑤書写地はヘラート（推定）

⑥938葉．　　一

⑦タバリー『預言者たちと王たちの歴
　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　　史』’のペルシア語訳，ラシード・ウ

　　ッディーン『歴史集成』から主とし

　　て材料を取ったカーティブ・アブサ

　　ン・アッラフ『タバリー続編』「（ヒジ、

　　ユラ暦818年（1415／1416年）までの

　　歴史），及びラシード・ウッデイーン

（64）　Bayern　208

（D　Bayerische　Staatsbibliothek，　MUn一　．

　　chen（バイ「エルン州立図書館）所蔵

②写本番号208
⑥298葉
⑦内容は，『歴史集成』第2巻のうち

　　古代ペルシア史，イスラム史（部

　，分），サーマン旧史，セルジューク

　　垂心，中国史，フランク史，インド

　　史，及び第1巻の途中まで。』

⑧・尽ルシア語

⑨大きさは縦24．5cm×横18cm

⑪毎頁．22行’

⑫ナスタアリーク体

⑮挿画あり

⑰ガズナ解止，ファールスのサルグー

　．」
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ル鞍イスラ土・三三グーズ史
の各部分欠。．

参考文献：Aumer　208；Browne
　　（24）・

．IV．写本の詳細ないし所在が不明のもの

（65）　lqbal　AshtiyEni　MS，

①’Iqbal　Ashtiyani（T6hran）所蔵

③ヒジュラ暦717年第1ジュマーダー

　　月25日（1317年8月2日）た書：写終了

④書写生はアブドゥル・ワッハーブ．

⑤書写地ほスルターニーヤ

⑦内容は『歴史集成』第1巻

⑧！ぐルシア語

　　　参考文献：Muhzavi　4倉512

（66）・M晦・mm包d働・vini　MS、

①M晦amrnad　Qazvfnl（Tehran）所

　蔵
②ヒジ子ラ暦717年（1317／1318）に書・

　写
⑦『歴史集成』第2巻第2部，？ツバー

　　ス朝滅亡までのイスラム史

⑧ペルシア語

⑰落丁あり

　　這出文獣：Stbrey－B士egel’，1，　p．

　　　310

〈67）’　Saltanat　MS　一

〇　Saltanat　Library，　Golestan　Palace，

　　T・hr・n（ブレスターン宮殿サ1レタ

　‘ナット図書館）所蔵一’

③ヒジュ・ラ暦1074年シャバーン月6目．、
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④書写生はヤークーブ・ファルザシ

　デ・シェイプ・ミール・アリム・バ

　バ・ハムザ●

　　　　　　　　　、へ　tt

．⑧ペルシア語

　　参考文献：Munzavl　42520，

（68）　”Farhad　Mu‘tamid　MS

　①ファノレハード・ムウタミド1（Te－

　　hran）所蔵

　③ヒジゴラ暦13世紀（1786－1883）に

　　書写
　④書写生はファルハL一一　t”・ミールザ

　⑧ペルシア語

　⑫ナスタアリーク体

　　　』参考文献：Munzavi　42528

（6g）　Chanykov　62

　0．Natiorial　Library　of　Russia，　St．一　．

　　Petersbqrg（ロシア国立図書館）所

　　蔵
③濤ラ歴125rチ（1＄40／1811年）

⑧ペルシア語　　　　　1「　・　，
　　　参考文献：Storey－Bregel’，1，　p．
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，（70）　．Rampur　1

①Riζa　Library，　Rampuf（レザr図

　　』書館）所蔵・

　　　参考文献：MunzaVi　42525

（71）」．Rampur　2

①Riζa　Library，　Rampur（レザ丁図

　　書館）聴　　　　　・
　　参考文献：Munzavl　42526

　　　　　　　　ノ

（72）R・mpu・31，

①Ri鎮Library，　Rarnpur（レザー図書

　館）所蔵’、．

　　・参考文献「：Munzavl　42527
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